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マイコンメータSの端子台内の接続端子を利用して、次の機能が利用できます。

ガス漏れ警報器作動遮断
ガス漏れ警報器作動遮断機能とは、マイコンメータSとガス漏

れ警報器をケイホウ端子または外部1端子で接続し、警報器が

ガス漏れを検知した場合ガスを遮断する機能です。

■ガス流量確認遮断機能
ガス漏れ警報器作動遮断には、ガス流量確認遮断機能が働きま

す。この機能は、ガス漏れ警報器がガスを検知した場合にマイ

コンメータSがガスの流量をチェックして、その状況に応じて

ガスを遮断する機能です。

遮断1 遮断信号をマイコンメータSが入力した時を起点として、前2分間

に流量があった場合、遮断します。（前監視）

遮断2 遮断信号を入力した時を起点として、前2分間に流量がなく後4分

間の流量をチェックし、流量があった時点で遮断します。（後監視）

遮断3 遮断信号を入力した時を起点として、前2分間（前監視）後4分間

（後監視）とも流量がない場合で遮断信号の入力が継続している時

は、後監視終了時に遮断します。

ガス漏れ警報器をマイコンメータSと連動させる
ため設置する場合は、ガス漏れ警報器の取扱説
明書に従って適切な場所に取付けてください。ま
た、ガス漏れ警報器は、マイコンメータSとの
適合をご確認の上、選定してください。
適合しないガス漏れ警報器を設置した場合、マ
イコンメータSが遮断せず、ガス漏れ事故につ
ながる可能性があり危険です。

端子の接続機能

接続端子利用の機能

表示↓（点灯） LED点滅

FG端子…雷サージ対策 Nライン端子…電話回線利用の通信機能 Hライン端子…宅内操作器などによる宅
内からの遠隔通信機能

遠隔遮断弁開閉端子…
（開、C、閉）

宅内操作器による遠
隔遮断弁開閉機能

外部2端子…発信器付自動切替調整器
の外部2作動通報機能

外部1端子…第2警報器・CO警報器な
どの外部1作動遮断機能

ケイホウ端子…マイコンS型対応警報器などの
ガス漏れ警報器作動遮断機能
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ガス漏れ警報器用メータ出力
ガス漏れ警報器用メータ出力機能とは、ケイホウ端子に接続された
警報器にメータの状態を出力する機能です。また、警報器との間で
信号をやり取りして、お互いの状況をチェックする機能もあります。

信号出力・判断機能

★ガス漏れ警報出力

☆電源アンサ要求出力

★電源アンサ出力

★プラグ抜け出力（*1）

★信号線短絡

☆警報器未接続検知

☆メータ状態出力

内　　容

警報器がガス漏れを検知して、ON/OFFの警報信号を
メータに出力する。
警報器が通電されており、監視状態にあるかどうかを
チェックする信号を警報器に出力する。
メータからの電源アンサ要求信号に応答し、監視中
である信号をメータに出力する。
警報器が電源プラグ抜けを検知して、信号をメータに
出力する。
警報器の連続してON信号を検知して、信号線短絡
（水濡れ）と判断する。
メータが未接続検出信号を出力して、警報器の接続
の出力有無を判断する。
メータがメータの状態を通報する信号を出力する。
警報器は5種類の音声、ブザー音で知らせる。

■信号出力、状況判断機能は次のようなものがあります。
［S型対応ガス漏れ警報器の例］

☆：メータ出力信号　★：警報器出力信号

（*1）この機能は、「プラグ抜け検知機能付S型対応警報器」を接続した場合の機能です。

音声・ブザー音の種類

ピーピーピーピー
「ガスが漏れていませんか」

ピッ、ピッ
「ガスを長く使っていませんか」

ピッピッ、ピッピッ
「ガスをメータで止めました」

ピッピッピッ、ピッピッピッ
「安全を確認中です。
しばらくお待ちください」
ピーピーピー
「ガスが使えます」

内　　容

ガス漏れ
※約45秒間鳴り続けるとガス漏れあり
と判定します。

使用時間オーバーによる遮断の予告
※使用時間が40分未満は5分前、
使用時間が40分以上は8分前に予告
します。

ガス遮断
※センター遮断、宅内操作遮断、テス
ト遮断、圧力低下遮断は、3回鳴動。

復帰安全確認中

復帰安全確認終了、ガス使用可
※確認終了後、2回鳴動します。
※遮断予告後、ガスの使用を停止した
時も2回鳴動します。

■ガス漏れ警報器の5種類の音声・ブザー音例
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外部1作動遮断
外部1作動遮断機能とは、外部1端子に接続された外部センサ機器
から作動信号をマイコンメータSが受信した場合ガスを遮断する機
能です。

■外部1端子の接続機器
●不完全燃焼警報器や第2警報器など。

【注記】
●外部1作動遮断には、ガス流量確認遮断機能が働きます。
●復帰安全確認中に作動信号を受信すると、即遮断します。
●外部1端子は、警報器端子同様に警報器未接続検知機能が働
き、第2警報器を接続した場合、使用時間の制限時間が自動的
に「時間延長2」に設定されます。
●不完全燃焼警報器は、接続しても警報器未接続検知機能は働き
ません。

外部2作動通報
外部2作動通報機能は、外部2端子に接続された外部センサ機器の
作動を検知して、指定されたパターン条件で判断して通報する機
能です。

■外部2端子の接続機器
●発信器付自動切替調整器など。

【注記】
●外部センサ機器の作動パターンは、9種類あり指定された条件
を入力した場合、通報します。

表示↓（点灯） LED点滅

ガス漏れ警報器を接続する場合は、必ず
ケイホウ端子に接続し、2台以上の警報
器を接続する場合、外部1端子を使用し
てください。

条件

パターン0

パターン1

パターン2

パターン3

パターン4

パターン5

パターン6

パターンE

パターンF

OFF時間

－

－

1分

1分

12時間

24時間

2秒

1分

1分

ON時間

－

－

12時間

24時間

1分

1分

2秒

12時間

24時間

外部センサ機器

持続機器なし（→出荷状態）

接続機器なし

発信器付自動切替調整器

汎用a接点出力機器

発信器付自動切替調整器

（ ）

警告
外部2端子にガス漏れ警報器、不完全燃焼警報器を接続しないでください。
警報器が異常を検知してもメータは遮断せず、ガス事故につながる可能性があり危険です。

ON→OFF判定時、残量管
理リセットと連動

設定方法
●電文設定器・電話回線を利用した通信で設定
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遠隔遮断弁開閉
遠隔遮断弁開閉機能とは、マイコンメータSの開閉端子を利用し

て、宅内操作器による弁開閉や宅内表示盤などによる弁開閉の遮

断弁操作ができる機能です。

■宅内弁開閉操作［開閉端子利用］
開閉端子に接続した宅内操作器から遠隔遮断弁開（遮断弁開）、天

ぷら火災などの場合の緊急遮断弁閉や元栓代用の遮断弁閉などの開

閉操作ができます。

【注記】
●元栓代用機能

リコーマイコンメータSは、元栓代用可能な双方向遮断弁を採用し

ていますので、メータ全機種、宅内操作器によって元栓の代用とす

ることができます。

■Hライン遮断弁開閉操作［通信端子（Hライン）利用］
開閉端子を通信端子（Hライン）に選択設定して、宅内表示盤な

どを接続して宅内から遮断弁の開閉操作ができます。

【注記】
●開閉端子は、電文設定器・電話回線を利用した通信により通

信端子（Hライン）に選択設定できます。

宅内操作器を利用する場合は、お客様に使用頻
度は概ね1日に開・閉各1回以下にしていただ
くよう説明してください。使用頻度が多すぎま
すと、メータに搭載されている電池の電圧低下
の原因となり、保安機能が正常に働かなくなる
恐れがあります。
宅内操作器を利用する場合はメータに対応する
宅内操作器を選んでください。

表示→「開」 LED点滅

※宅内操作器については、当社営業担当にお問い合わせください。

1～3秒点灯後 復帰安全確認中
（BC点滅）
（第2カウンタは30から
カウントダウン）遮断弁開方法→51P

設定方法d

●電文設定器・電話回線を利用した通信で設定
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自動検針
メータの積算値をセンターに通報する機能です。センターで自

動検針ができます。

セキュリティデータ

残量管理
容器交換後、容器リセットスイッチを作動させて、設定されて

いる残量管理警告レベルになった時、センターに警告を通報す

る機能です。

【注記】
●残量管理警告1・2・3になった時、センターに警告を通報し

ます。

●容器リセット機能で、残量管理カウンタをリセットします。

●リセット要求は、容器リセットスイッチ作動忘れを警告しま

す。

電話回線利用の機能
マイコンメータSに通信装置を組み合わせることにより、電話

回線を利用した集中監視システムが運用できます。

●ボンベリセットは専用マグネットでボンベリセ
ットスイッチを1回ONにしてください。
●その時の表示は、上記の「Cと 」です。

マイコンメータSで発生した状況（遮断、警告など）を、

センターに通報する機能です。 ＊1

＊2

＊3

＊4
＊5

＊6

＊7

b1
合計・増加遮断

外部センサ遮断

容器交換

残量警告1
警報器作動

＊8～＊12情報
有

b2
使用時間遮断

センター遮断

使用時間
遮断予告

残量警告2
圧力センサ作動

圧力監視異常

b3
微少漏洩警告
流量・圧力式
緊急遮断、遠隔
遮断Hライン遮断
テスト遮断
復帰安全確認中
遮断
残量警告3
感震器作動

第2警報器または
不完全燃焼警報器作動

b4
電池電圧
低下警告
遮断異常

遮断弁復帰

リセット要求
未接続検知
電源プラグ抜け
信号線短絡

外部2作動

＊8

＊9
＊10
＊11
＊12
＊13
＊14

b1

ロードサーベイ

予　備
ガス使用量増加
予　備
予　備

圧力漏洩検知
漏洩検査中

b2

予　備

予　備
ガス使用量減少
予　備
予　備

閉塞圧力異常
漏洩検査異常

b3

予　備

予　備
大型燃焼機器設置
予　備
予　備

調整圧力異常
漏洩検査不可

b4

予　備

予　備
ガス不使用
予　備
予　備

調整圧力異常
漏洩検査正常

継続使用時間流量区分監視コード（0～D）
圧力式微少漏洩検知“E”、電源プラグ抜け“F”

第2セキュリティデータ

表示↓（3秒点灯）LED 1秒点灯
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センター遮断弁開閉
■センター遮断
空き家やガス料金の未納者宅などに対して、センターから遮断

弁を「閉」にする機能です。

【注記】
●センターからの通信により、マイコンメータSが「センタ遮断

要求」の信号を受信すると遮断弁が作動しガスを遮断します。

●遮断弁はセンターから「センタ復帰許可」の信号を受信する

まで「開」できません。

■センター緊急遮断
燃焼器具の消し忘れなど消費者からガス遮断の依頼があった場

合、センターから遮断弁を「閉」にする機能です。

【注記】
●センターからの通信により、マイコンメータSが「緊急遮断

要求」の信号を受信すると遮断します。

●遮断弁の開操作は、消費者宅で随時できます。

■センター開（Nライン遮断弁開）
消費者宅でガスの遮断があり、真夜中時や老人宅などで遮断弁

の開け方がわからないと消費者宅から依頼があった場合、セン

ターから遮断弁を「開」にする機能です。

【注記】
●センター開の操作は、遮断弁開操作が困難な消費者の依頼が

あった場合、センター側の責任で行ってください。

表示↓（点灯）

表示↓（点灯） LED点滅

センター復帰許可表示↓

表示↓（点灯）

消費者に開操作を依頼する場合は、LPガス販
売店が操作手順を必ず説明し、理解を得てくだ
さい。

センター開の操作は51Pの手順を必ず守ってく
ださい。

1～3秒以上点灯後 復帰安全確認中
（遮断事象点滅）
（第2カウンタは30から
カウントダウン）
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遮断事象

合計遮断

増加遮断

使用時間遮断

外部センサ遮断

遮断事象

外部センサ遮断

センター遮断

緊急遮断

テスト遮断（※1）

復帰安全確認中遮断（※2）

宅内遮断

センターローディング
センターローディング機能とは、センターからマイコンメータS

の各種機能を選択設定する機能です。

【注記】
●主な選択設定の機能

微少漏洩タイマー
微少漏洩警告機能の微少漏洩日数カウンタを通信を利用して確

認できる機能です。

テスト発呼
通信（DT/SG）端子にNラインを接続した時、通信の利用が的

確にできるかを確認する機能です。

遮断詳細データ
ガス使用の異常などで遮断した場合の遮断情報を過去3回、記

憶する機能です。最新遮断があった場合は、順送りで新たな遮

断を記憶していきます。

A1最後の遮断事象・A2前回の遮断事象・A3前々回の遮断事象

B1最後の遮断事象データ・B2前回の遮断事象データ・B3前々回の

遮断事象データ

自動設定の部分停止機能

圧力監視の部分停止機能

口火登録機能

外部1作動遮断機能

外部2作動通報機能

開閉端子の変更

新たな付帯サービス機能

合計・増加流量の拡張1、使用時間の拡張2、

4・5号湯沸器長時間対策、警報器未接続検知停止

区分1-2の720分以下固定、区分2の160分以下固定

圧力式微少漏洩警告機能停止

供給圧力異常警告・閉塞圧力異常警告機能停止

登録の設定・停止

接続機器の区別

作動パターンの指定条件

通信端子（Hライン）の設定

ガス不使用通報、ロードサーベイ機能

An

1

2

3

4

0

2

3

5

6

Bn （n=1．2．3）

接続使用時間流量区分監視コード0～

Dが入る

警報器、ガス漏れ遮断

感震器遮断

圧力センサ遮断

外部1端子作動遮断（ガス漏れ警報器）

外部1端子作動遮断（CO警報器）

（※1）連続して行っても詳細データ（An＝7、Bn＝0～D）は
連続して履歴として記憶されません。（1度のみ記憶）

（※2）連続して発生しても詳細データ（An＝7、Bn＝F）は連
続して履歴として記憶されません。（1度のみ記憶）

An

4

5

6

7

8

7

F

F

0

1

Bn （n=1．2．3）

電池電圧低下遮断

その他の遮断

接続使用時間流量区分監視コ

ード0～Dが入る

弁開端子作動遮断

Hライン通信遮断
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取扱
説明
マイコンメータSは、機種の選択、設定区分の選択・設定など

といった業務の煩雑さをなくし、工事を容易にしたメータです。

より安心してより安全にご使用いただくために正しい取扱方法

や注意事項を厳守し、確実なお取扱いをお願いいたします。



第2カウンタ 関連対応頁
技術説明

関連対応頁
機能説明

関連対応頁
取扱説明

23

24

25

25

26

52、54

52、54

52、54

52、54

52、54

54

86

87

87

関連対応頁
技術説明

関連対応頁
機能説明

関連対応頁
取扱説明
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項　目

合計・増加流量遮断

使用時間遮断

復帰安全確認中漏洩遮断

ガス漏れ警報器作動遮断

感震器作動遮断

外部1作動遮断

遠隔遮断弁閉

Hライン緊急遮断

テスト遮断

センター遮断

センター緊急遮断

圧力低下遮断

遮断異常

電池電圧低下遮断

液晶表示 発光ダイオード
（LED）表示

第2カウンタ
遮断事象表示

セキュリティ表示と対応
●遮断表示

12、13

14

21

28

22

30

31

31

21

33

33

26

24

23

51、52

51、52

51、52

51、52

51、52

51、52

51、52

66

45、46、
52

51、52

51、52

52

52、54

52

88

点灯

点灯

点灯（前遮断事象）

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯（通常時）

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

F－44××

F－41

F－33

F－32

F－34

F－22

F－23

F－21

F－12

F－24

F－31

F－45

F－11×

合計：F－42××
増加：F－43×× 点滅（2秒間隔）

点滅（2秒間隔）

点滅（2秒間隔）

点滅（2秒間隔）

点滅（2秒間隔）

点滅（2秒間隔）

点滅（2秒間隔）

点滅（2秒間隔）

点滅（2秒間隔）

点滅（2秒間隔）

項　目

流量式微少漏洩警告

電池電圧低下警告

圧力式微少漏洩警告

供給圧力異常警告

閉塞圧力異常警告

警報器電源プラグ抜け表示

液晶表示

●警告表示

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

点灯

復帰ボタンON
日数表示

日数表示

復帰ボタンON
日数表示

復帰ボタンON
異常回数表示

復帰ボタンON
異常回数表示

（接続する警報器によ
っては、表示できない
場合があります）

（テスト遮断で
解除）

（テスト遮断で
解除）

（テスト遮断で
解除）

（解除不能
aメータ交換）

（テスト遮断で
解除）



関連対応頁
技術説明

関連対応頁
機能説明

関連対応頁
取扱説明

21、33

31

32

23

23

43、44

関連対応頁
技術説明

関連対応頁
機能説明

関連対応頁
取扱説明

26 55
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発光ダイオード（LED）表示

項　目

遮断区分［L］表示

遮断区分［M］表示

遮断区分［S］表示

使用時間 （時間延長1・2、拡張2）

口火登録設定

出荷モード解除

学習中

学習終了（本設定）

拡張2設定

強制再学習後

液晶表示

●区分・自動設定表示

増加遮断流量（2.1～2.5m3/h）

増加遮断流量（1.5～2.1m3/h）

増加遮断流量（0.9～1.5m3/h）

点灯（消灯→標準）

（点滅→登録中、点灯→登録）

（下枠・点滅）

（下枠・点灯）

（上下枠・点灯）

（上枠・点灯）

（下枠・点滅）

項　目

検査開始

検査中

検査結果異常

検査終了（異常なし）

検査不可

液晶表示

遮断方式

●圧力監視機能の漏洩検査

（A・R 1～3秒点灯）

（A・R 点滅）

（B・R 点滅）

（C・R 点滅）

（A・B・R 点滅）

未遮断方式

項　目

復帰安全確認中表示

復帰安全確認中表示（宅内閉）

容器リセット信号受付表示

微少流量ガス使用表示

ガス使用表示

遮断弁復帰信号受付表示

液晶表示

●その他

（前遮断事象点滅）

（B・C点滅）

（C・　 1～3秒点灯）

（3L/h以上で点灯ガス停止後2分間表示）

（63L/h以上で点灯）

（1～3秒点灯）

点滅（30秒）

点滅（30秒）

点灯（1秒）

点灯（1秒）

関連対応頁
技術説明

関連対応頁
機能説明

関連対応頁
取扱説明

6

6

6

6、17

23

19

46

43、45、
46

44

44

44

44

77、79

77、79

77、79

85

73

73

73

73

81
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マルチメニュー表示
流量区分別積算値の積算値表示、および各警告の異常日数の表

示を行い、異常発生前の確認を可能とするものです。

●マルチメニュー表示移動順
通常状態（ガスが使える）で復帰ボタンをONすることで開始します。

1．流量区分別積算値表示
①通常状態
（遮断、警告表示等がない状態）

②流量区分別積算表示1
第2カウンタ表示 ：流量区分別積算値1（最下位桁は10L）

：無効設定時は「－－－－－－」を表示

※60秒放置で通常状態に戻る

③流量区分別積算表示2
第2カウンタ表示 ：流量区分別積算値2（最下位桁は10L）

：無効設定時は「－－－－－－」を表示

※60秒放置で通常状態に戻る

④流量区分別積算表示3
第2カウンタ表示 ：流量区分別積算値3（最下位桁は10L）

：無効設定時は「－－－－－－」を表示

※60秒放置で通常状態に戻る

連続して復帰ボタンをONすると各警告日数の表示モードに切

替ります。

復帰ボタンON

1

復帰ボタンON

2

復帰ボタンON

3

復帰ボタンON
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2．各警告日数の表示
⑤流量式微少漏洩警告表示
第2カウンタ表示 ： 000 （警告なし ）

： 029 （警告なし 29日目）

： E030 （警告あり 30日目）

： E999 （警告あり 999日目）

※60秒後は通常状態に戻る

⑥圧力式微少漏洩警告表示
第2カウンタ表示 ： 00 （警告なし ）

： 29 （警告なし 29日目）

： E 30 （警告あり 30日目）

： E 99 （警告あり 99日目）

※60秒後は通常状態に戻る

※BR止設定時はメニュー表示しません

⑦供給圧下限値異常警告表示
第2カウンタ表示 ： 00Lo （警告なし ）

： 14Lo （警告なし 14回目）

：E 15Lo （警告あり 15回目）

※60秒後は通常状態に戻る

※ABR止時はメニュー表示しない

⑧供給圧上限値異常警告表示
第2カウンタ表示 ： 00UP （警告なし ）

： 14UP （警告なし 14回目）

：E  15UP （警告あり 15回目）

※60秒後は通常状態に戻る

※ABR止時はメニュー表示しない

⑨閉塞圧異常警告表示
第2カウンタ表示 ： 00HE （警告なし ）

： 00HE （警告なし 14回目）

：E  15HE （警告あり 15回目）

※60秒後は通常状態に戻る

※ABR止時はメニュー表示しない

⑩電池電圧低下警告表示
第2カウンタ表示 ： E 40 （警告あり 00日目）

： E 00 （警告あり 40日目）

※60秒後は通常状態に戻る

※電池電圧警告前はメニュー表示しない

⑪通常状態に戻る

復帰ボタンON

復帰ボタンON

復帰ボタンON

復帰ボタンON

復帰ボタンON

復帰ボタンON
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メータ設置と維持管理について
1．マイコンメータSの選定
マイコンメータSの選定は、指定検査機関の検査規程に合格した旨の

合格証票のある物でかつ検定有効期間を保有している物を選定してく

ださい。

1）ガス器具の消費容量の調査

・ガス器具の機種及びガス消費容量を保安台帳に基づき的確に調査を

してください。又、ガス器具の増減や季節性による使用状態を定期

的に把握し記録に残してください。

・マイコンメータSの計量に関する最大流量は、2.5m3/hであるため、ガ

ス器具の合計消費量は（5kg/h）以下であることを確認してください。

・保安上から見た使用範囲は、増加流量遮断設定値が2.5m3/hである

為、消費者が保有する最大燃焼器具の消費量が5kg/h以下であるこ

とを確認してください。

2）上記1）に適合しないガス消費容量の対応として業務用マイコンメ

ータＳＢ、（SBR4、SBR6、SBR10、SBR16）を使用してください。

詳細は4P参照。

2．設置工事に関する一般的注意事項
マイコンメータSの設置場所は、次の点を考慮して決定してください。

・湿気の多い場所及び、長時間直射日光を受ける場所には設置しない

でください。

・検針及び警告表示等の確認が容易な場所に設置してください。

・低圧電線から10cm以上、電気開閉器及び安全器から60cm以上離れ

た位置に設置してください。

・容器との接触によってメータが破損しない位置としてください。

・鉄筋コンクリート又は鉄骨鉄筋コンクリート造りの場合は、ガスメ

ータ及びその前の配管が建物外壁に直接接触しない位置にしてくだ

さい。

・消費者の承諾が得られ、建物の美観を損なわない場所に設置してく

ださい。

・容器の直近にメータを設置する場合、メータ入口は容器出口より高

い位置に設置してください。又、メータ立ち上がり管は、ドレンが

配管下流に流れ込まないよう必要な配管長を設けてください。

・ガスメータの交換、漏洩検査、容器交換、警告表示の確認等、維持

管理に容易な場所に設置してください。

3．ガス供給設備及び消費設備の設計
ガス供給設備及び消費設備は、高圧ガス保安協会発行の「家庭用LP

ガスの設備要領（供給編）」、「家庭用LPガスの設備設計・施工指針」

に従って設計をしてください。なお、特に注意する点を以下に示しま

す。

・ドレン抜きの設置

調整器とガスメータとの間には、ドレン抜きを設けてください。

・ガスメータの設置高さ

容器の直近にガスメータを設置する場合、ガスメータは容器出口よ

り高い位置に設置してください。

・供給圧力測定用プラグの設置

ガスメータの設置時及び供給設備の変更時に、調整器の調整圧力を

測定するため、ガスメータ入口側配管にプラグを設けてください。

・配管の固定

ガスメータの周辺の配管は、外部の衝撃により振動しない「壁又は

支柱等」にしっかりと固定してください。
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4．容器の直近にマイコンメータSを設置するガスメータ廻り
の配管設計

・容器交換時に衝撃を受けない場所に設置してください。

・ガスメータ設置高さは、調整器（自動切替調整器を含む）よ

り、5cm以上高い位置に設置をしてください。

・低圧ホースは5cm以上の下り勾配としてください。

・ゴム管による接続方法は、極力避けてください。

・高圧ホースは5cm以上の上がり勾配とし、ホースにたるみが無

いようにしてください。

・ガスメータ周辺の配管は、外部の衝撃により振動しない「壁又

は支柱等」にしっかりと固定してください。

なお、ガスメータの設置が前記条件を満足出来ない場合は、次

のようにしてください。

・容器から2m以上離れた場所に設置をしてください。

・メータ設置高さが調整器（自動切替調整器を含む）より、

『5cm以上』高い位置に設置出来ない場合、立ち上がり配管長

を40cm以上としてください。

5．ガスメータ廻りの工事

参考：配管固定金具の位置が80cm以内とは右図のような範囲を
言います。

1）ガスメータ取り扱いに関する注意
・ガスメータの運搬・取り付け・取り外し等を
行う場合には、落下・衝撃等を加えないよう
丁寧に取り扱ってください。マイコンメータ
Sが正常に作動しない可能性があります。
・ガスメータの中にゴミ・雨水が入らないように
取り付け工事直前迄出入口を密閉しておいて
ください。ガスメータの故障の原因となります。
・取り付け前にガスメータ外観に異常のないこ
とを確認してください。安全装置が正常に作
動しない可能性があります。
2）取り付け工事
・ガスメータを取り付ける場合、ねじ切りなど
の配管工事を行うときは、切削油その他の
異物がガスメータ内部又は配管内部に入ら
ないように注意をしてください。
・ガスメータとの接続は、専用継手を使用し、
接続に当たっては口金のネジ部分にグリスを
使用してください。
・ガスの入口、出口を間違えないように、ガスメ
ータに付されているガスの流入方向を示す記号
（矢印、入口等）を確認の上取り付けてください。
・ガスメータは水平・垂直（目視でわからない程度
の傾き（前後左右3度以内））に取り付け、かつ、無
理な力がかからないように配管をしてください。
・ガスメータ周辺の配管は、メータの振動を防
ぐため、80cm以内の所に配管固定金具で「壁
又は支柱」にしっかりと固定してください。
ガス配管工事を実施する場合、液化石油ガス設
備士の資格を有する方が行ってください。
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1）ガス供給設備、消費設備の工事後の確認項目

・配管の気密試験（省令補完基準　29節）

・ガス置換

・点火試験（燃焼試験）

・調整器の調整圧力の測定（省令補完基準　30節）

・燃焼器入口圧力の測定（省令補完基準　30節）

・閉塞圧力の測定（省令補完基準　30節）

・マイコンメータSの出荷モードの解除

2）マイコンメータSの設定（電文設定器の接続方法参照）

マイコンメータSの『機能の部分停止を設定』する場合は、「部

分停止機能の選択パターンと保有器具（P59）」に従って正し

く実施して下さい。設定はマグネット設定もしくは、電文設定

器を使用して行ってください。

設定可能な主な項目
・CO発生区分の制限時間の設定

・ガス漏れ警報器末接続検知停止機能の設定

・拡張1の設定

・拡張2の設定

・区分2の160分以下固定の設定

・区分1-2の720分以下固定の設定

・圧力式微少漏洩警告機能の停止

・供給圧・閉塞圧異常警告機能の停止

・口火登録有りの設定

6．周知事項
ガスメータを設置した後、メータに添付をしてある「消費者用

の取扱説明書」に従い、消費者に説明の上お渡しください。

なお、アパートなどで消費者がかわる場合も、必ず使用前検査

時にご説明してください。

7．維持管理
1）整備する台帳類

LPガス販売事業者様は、ガスメータの維持・管理に万全を期

すため、販売所毎に次の台帳類を備えてください。

・ガスメータの管理台帳

・ガスメータ及び関連安全器具を取り付けた消費者宅の設備状

況等記録台帳

（消費者保安台帳等に同主旨の項目があればそれを活用して

ください。）

2）24時間応答・出動体制の整備（通達18緊急出動体制の確立）

販売事業者は、クレーム処理を含め、24時間応答・出動体制

を整備してください。

3）日常管理

LPガス販売事業者様は、マイコンメータを用いて省令補完基

準第29節に定める漏洩試験を行う場合には、2ヵ月毎にメータ

の警告の表示状況等を確認し、必要に応じた措置を講じ、か

つ、その結果及び講じた措置内容を前記1）の台帳に記録して

ください。

8．検定有効期間満了メータの交換
LPガス販売事業者様は、事業年度末までに次年度中に検定有

効期間満了となるガスメータの交換計画をたて、表示されてい

る当該ガスメータの検定有効期間満了年月までに新しいガスメ

ータと交換してください。
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ガス漏れ警報器連動の点検方法
点検手順

消費者宅への説明事項

①メータと警報器の配線が正しく行われているかを確認します。

②警報器のプラグをコンセントに差し込み、警報器の表示ランプの点

灯を確認します。

③ガス流量確認遮断機能があるため、ガスを点火してメータを作動状

態にします。

④点検ガスを点検口に当て連続して約1分間鳴動させ、ガスが消える

ことにより遮断することを確認します。

⑤警報器の表示ランプと警報音を確認します。

⑥メータの遮断表示「BC・ガス止」の点灯を確認します。

⑦燃焼器具の器具栓を閉じます。

⑧遮断弁の開操作をします。

⑨警報器の表示ランプと警報音を確認します。

⑩警報器の通常表示ランプを確認し、点検完了

●APH-21SVは、誤報防止のため警報遅延により「ガスが漏れていませんか」（1回鳴動後）10秒間音声が出ません。

お客様に消費者用取扱説明書を必ず説明し、お
渡しください。誤った取扱は、故障の原因とな
ります。

●マイコンメータSの機能と表示を説明してください。

●ガス漏れ（ガス臭い）時の注意・対応を説明してください。

●ガスが遮断した時の処置と開操作方法を説明してください。

●メータの使用上の注意事項を説明してください。

●ガス漏れ警報器の機能を説明してください。

●消費者用の取扱い説明書をお渡しください。

●アパートなどで消費者が変わる場合も必ず使用前検査時に説明

してください。

【注記】
●マイコンメータSにはガス流量確認遮断機能が働きます。

遮断点検の際には必ずガスを点火しメータを作動状態にして

実施願います。
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簡易ガス事業用に使用する場合の機能停止
マイコンメータSを簡易ガス事業に使用する場合は、圧力監視

機能の一部を停止してください。

■圧力式微少漏洩警告
圧力式微少漏洩機能が正しく機能するためには、全戸がガス未

使用状態になる時間帯が必要です。

簡易ガス事業では、全戸がガス未使用状態になることは極めて

少ないので本機能は適正に作動せず、誤った警告表示をしま

す。

簡易ガス事業用として圧力式微少漏洩監視機能を「機能なし」

に設定したものをご用意しています。
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技術
説明
マイコンメータSに搭載しています機能の一部を詳細に説明しま

す。安全に使用するためにマイコンメータSの機能をより深くご

理解いただきますよう、熟読してください。
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自動設定機能
自動設定機能は、マイコンメータSの「遮断設定値」（合計・増

加流量遮断値、使用時間遮断の制限時間）を消費者宅のガス消

費パターンに合わせて、メータ自身が学習し「遮断設定値」を

自動的に設定する機能です。

また、遮断値が設定された後、ガス消費パターンが変化した場

合には、再学習し「遮断設定値」を自動的に設定する機能です。

マイコンメータSは、遮断設定値の下限値から上
限値の間で無段階に設定する、無段階設定機能を
保有しています。

■様々な状況にある消費者宅に対応
●ファジー制御など燃焼器具を使用し、夏と冬ではガス消費量

が異なる消費者宅

●24号給湯器など大型燃焼器具を組合わせて同時使用する消費

者宅

●生活習慣、地域差によるガス消費パターンの違い

●天候によるガス消費量の変化など

自動設定機能の目的
●メータ設置時の設定作業の合理化が図れます。

●自動で設定することにより、メータ設置時の設定ミスによる

誤遮断の防止ができます。

●消費者宅の保有する燃焼器具の消費パターンに合わせた遮断

レベルを設定することにより安全性が向上します。

機能概要

出荷モード

出荷モード

解除モード

初期学習開始

スタンバイモード

初期学習モード

（前期3日間）

初期学習モード

（後期11日間）

増加再学習

減少再学習

再学習

遮断

メータの電池消耗を最小限にするための処理をした状態

（テスト遮断モード中に、テスト遮断後2分間放置）

出荷モードを解除した状態

（テスト遮断後2分間以内に開操作、安全確認中30秒間放置）

出荷モード解除作業により初期学習を開始する前まで

消費者宅のガス消費パターンを学習し、消費者宅に合わせた

遮断設定値を設定する

消費者宅のガス消費パターンを学習し、消費者宅に合わせた

遮断設定値を設定する

消費者宅に合わせた遮断設定値が設定された後、消費パター

ンが増加した時、再度ガス消費パターンを再学習して遮断設

定値を設定する

消費者宅に合わせた遮断設定値が設定された後、消費パター

ンが減少した時、再度ガス消費パターンを再学習して遮断設

定値を設定する

合計・増加、使用時間遮断した場合は、開操作後、もしくは、

強制再学習の処理をした後にガス消費パターンを再学習して

遮断設定値を再設定する

マイコンメータSに設定された遮断設定値を超えた場合遮断する

詳細説明
初期学習について→74P
増加再学習について→77P
減少再学習について→79P
再学習について→81P
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自動設定機能の学習開始手順

作業ステップ

1）メータ設置完了

↓

2）テスト遮断

↓

3）約2分以内に遮断弁開操作

↓

4）開操作後、約30秒間監視

↓

5）21L/h以上の流量検知

↓

6）テスト遮断

↓

7）約2分以内に遮断弁開操作

↓

8）復帰安全確認中漏洩遮断

↓

9）遮断弁開操作

↓

10）約30秒間復帰安全確認中

↓

11）21L/h以上の流量検知学習スタート

↓

12）3日間経過 仮設定

↓

13）14日間経過 本設定

3日間の最大
値×安全率

14日間の最大
値×安全率

↓

14）流量監視
増加再学習
減少再学習

16）強制再学習 15）論理遮断
↓ ↓

↓

↓

学習状態

1時間
経 過

初期学習前
出荷モード

出荷モード
解除

学習開始
スタンバイモード

初期学習

前期

初期学習

後期

本設定

増加再学習
減少再学習

（＊1）拡張2が設定された場合
は、初期学習が終了し、本設定
になった時、 のみ点
灯表示。

セキュリティ表示

点滅

点灯

点灯（＊1）
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初期学習について
消費者宅のガス消費パターンを学習し、消費者宅に合わせた遮

断設定値を設定する機能です。

【注記】
●初期学習は、「初期学習前」作業終了後、21L/h以上の流量

を検知した時、初期学習のタイマーをスタートします。

●初期学習の14日間を、前期3日間、後期11日間に分け、遮断

値をガス消費パターンに合わせて設定します。

●使用時間遮断区分の制限時間の設定は、流量監視区分毎に

設定されます。

●使用時間遮断区分で学習中に流量が発生しない区分は、「標

準」に自動設定されます。

●使用時間遮断区分の区分13の下限値は、増加流量遮断値が

「L」区分に設定されている場合、「40分」に設定されます。

●学習中、遮断設定値を超えた流量、制限時間があった場合は

遮断します。

●流量が無い場合、および外部機器（警報器など）による遮断

中でも、タイマーは進行します。

●学習期間中に合計・増加流量、使用時間遮断（論理遮断）が

あった場合、学習は中止され、学習開始スタンバイモードに

戻ります。

学習期間中の遮断設定値

初期学習の

前期3日間

初期学習の後期

11日間の仮設定値

学習終了時の本設定

（14日間学習）

合計流量

遮断流量

3.4m3/h

（固定）

前期3日間の学習の

最大値＊2）×安全率2.6

を仮設定する

14日間の学習期間に

発生した

最大値×安全率2.2

を本設定する

増加流量

遮断流量

2.5m3/h

（固定）

使用時間

遮断区分

警報器未接続

時間延長1

警報器接続

時間延長2＊1）

＊1）の時間延長2は、警報器未接続検知機能停止設定の場合も

同じです。
＊2）の最大値は、合計流量遮断の場合、合計流量の最大値。増

加流量遮断の場合、個別流量の最大値。使用時間遮断の場

合、流量監視区分毎の最長ガス使用時間。ただし、流量監

視区分に流量が発生しない区分は「下限値（標準）」に設定

されます。
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合計・増加流量遮断設定値の無段階自動設定の初期学習

●合計流量遮断値の場合

●学習は21L/h以上のガス流量を検知した時からスタートします。

●学習開始時より、3日間の合計流量遮断値は、3.4m3/hに固定されています。（増加流量は2.5m3/hに固定）

●学習開始時より、3日間のガス消費パターンを学習し、開始より3日後に合計（増加）流量の最大値に安全率2.6を掛けた値を仮

設定値として無段階自動設定します。

［例：最大値＝1.25m3/h・仮設定値＝1.25m3/h×2.6（安全率）＝3.25m3/h］

●仮設定値を遮断値として、11日間のガス消費パターンを学習し、開始より14日間の合計（増加）流量の最大値に安全率2.2を掛

けた値を本設定値として無段階自動設定します。

［例：最大値＝1.35m3/h・本設定値＝1.35m3/h×2.2（安全率）＝2.97m3/h］
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使用時間遮断設定値の無段階自動設定の初期学習［区分2－3の場合］

●警報器接続の場合（上限値は時間延長2に自動設定）

●使用時間の自動設定は、流量遮断区分毎に遮断設定値が決まります。ここでは、区分2－3を例とします。

●警報器を接続していますので、時間延長2が警報器未接続検知機能により自動的に設定されます。

●21L/h以上のガス流量を検知した時から学習を開始します。

●学習開始時より、3日間の遮断値は、720分に固定されています。

●学習開始時より、3日間のガス消費パターンを学習し、開始より3日後に使用時間の最大値に安全率2.6を掛けた値を仮設定値と

して無段階自動設定します。

［例：最大値＝175分・仮設定値＝175分×2.6（安全率）＝455分］

●仮設定値を遮断値として、11日間のガス消費パターンを学習し、開始より14日間の使用時間の最大値に安全率2.2を掛けた値を

本設定値として無段階自動設定します。

［例：最大値＝185分・本設定値＝185分×2.2（安全率）＝407分］
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増加再学習について
消費者宅のガス消費パターンに合わせた遮断設定値を設定した

後、消費パターンが変化しガス消費が増えた場合、消費パター

ンを再学習して新たな遮断設定値を設定する機能です。

合計・増加流量遮断設定値の増加再学習
〈増加再学習による遮断設定値の変化ありの場合〉 〈増加再学習による遮断設定値の変化なしの場合〉

■増加再学習による遮断設定値の変化ありの場合
●合計（増加）流量遮断値の増加再学習は、遮断設定値の55％：「監視レベル1」を超えて遮断設定値以下のガスを検知した時

から「出現率観測期間1」をスタートします。

●「出現率観測期間1」開始時の合計（増加）流量に安全率2.6を掛けた値を仮設定として無段階自動設定します。

［例：遮断設定値対象データ＝1.24m3/h 仮設定値＝1.24m3/h×2.6（安全率）＝3.22m3/h］

●仮設定値を遮断値として、スタート時の1回を含めて、1日1回以上7日間で2日観測されると、その時点で最大値に安全率2.2を

掛けた値を本設定値として無段階自動設定します。

［例：遮断設定値対象データの最大値＝1.32m3/h 本設定値＝1.32m3/h×2.2（安全率）＝2.90m3/h］

■増加再学習による遮断設定値の変化なしの場合
●「出現率観測期間1」開始後7日間に「監視レベル1」を超えて遮断設定値以下の観測データが発生しなかった場合は、7日目に

仮設定値を止め、前の設定値に戻します。

［例：仮設定値＝3.40m3/h→前の遮断設定値＝2.90m3/h］
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使用時間遮断設定値の増加再学習［区分2－3の場合］

●ガス漏れ警報器接続の場合（上限値は時間延長2に自動設定）

■増加再学習による遮断時間の変化ありの場合
●使用時間の増加再学習は、流量区分毎に遮断設定値の37％：「監視レベル1」があります。「監視レベル1」を超えて遮断設定

値以下の使用時間を観測した時から「出現率観測期間」をスタートします。

●「出現率観測期間1」開始時の使用時間に安全率2.6を掛けた値を仮設定値として無段階自動設定します。

［例：遮断設定値対象データ＝260分・仮設定値＝260分×2.6（安全率）＝676分］

●仮設定値を遮断値として、スタート時の1回を含めて、7日間で2回観測されるとその時点で最大値に安全率2.2を掛けた値を本

設定値として無段階自動設定します。

［例：遮断設定値対象データの最大値＝275分・本設定値＝275分×2.2（安全率）＝605分］

■増加再学習による遮断時間の変化なしの場合
●「出現率観測期間1」開始後7日間に「監視レベル1」を超えて遮断設定値以下の観測データが発生しなかった場合は7日目に仮

設定値を止め、前の遮断値に戻します。

［例：仮設定値＝720分→前の遮断設定値＝605分］
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減少再学習について
消費者宅のガス消費パターンに合わせた遮断設定値を設定した

後、消費パターンが変化しガス消費が減った場合、消費パター

ンを再学習して新たな遮断設定値を設定する機能です。

合計・増加流量遮断設定値の減少再学習

●監視レベル2は、36％となります。

●合計（増加）流量遮断値の減少学習は、遮断設定値の36％：「監視レベル2」未満のガスを検知した時からタイマーをスタート

させます。

●タイマースタート後、「監視レベル2」以上のデータが発生した場合はタイマーはリセットされます。

●タイマースタート後、21L/h未満のデータしか発生しなかった日は、日数に加算しません。

●タイマースタートより28日間連続して、カウント対象となるデータがあった場合は、最大値に安全率2.2を掛けた値を遮断設定

値として無段階自動設定します。

［例：カウント対象となるデータの最大値＝0.98m3/h 遮断設定値　0.98m3/h×2.2（安全率）＝2.16m3/h］



80

使用時間遮断設定値の減少再学習［区分2－3の場合］

●警報器接続の場合（上限値は時間延長2に自動設定）

●監視レベルは、36％となります。

●使用時間遮断値の減少学習は、遮断設定値の36％：「監視レベル2」未満のガスを検知した時からタイマーをスタートさせます。

●タイマースタート後、「監視レベル2」以上のデータが発生した場合はタイマーはリセットされます。

●タイマースタート後、21L/h未満のデータしか発生しなかった日は、日数に加算しません。

●タイマースタートより28日間連続して、カウント対象となるデータがあった場合は、最大値に安全率2.2を掛けた値を遮断設定

値として無段階自動設定します。

［例：カウント対象となるデータの最大値＝81分　遮断設定値　81分×2.2（安全率）＝178分］
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再学習について
マイコンメータSが消費者宅において合計・増加流量遮断、使

用時間遮断をした場合（論理遮断）、再び消費パターンを学習

して、消費者宅の消費パターンにあった新たな遮断設定値を設

定します。

■論理遮断後の再学習
●合計流量遮断、増加流量遮断をした場合は、合計・増加流量

の遮断設定値、および使用時間の制限時間を再学習します。

●使用時間遮断の場合は、使用時間の制限時間のみを再学習し

ます。

●再学習開始は、・遮断弁開→・復帰安全確認中（30秒間）→

21L/h以上のガス流量の検知→再学習スタート

【注記】
CO対策、区分1-2 720分以下固定、区分2 160分以下固定、

等の設定区分で使用時間遮断した場合、再学習は行いません。

■強制再学習
●ガス燃焼器具の取り換えなどによりガス流量が増大して遮断

することがわかっている場合等に遮断設定値を強制的に再学

習させます。

●再学習の方法

①遮断弁が開いている状態（通常モード）で、「復帰ボタン」

をONさせたままテスト遮断すると再学習を開始します。こ

の場合遮断はしません。

②電文設定器や電話回線を利用した通信で強制再学習を設定

すると開始します。

③電文設定器や電話回線を利用した通信で4・5号湯沸器長

時間対策機能・警報器未接続検知停止機能、拡張1、拡張

2、区分2の160分以下固定した場合、強制再学習を行いま

す。

【注記】
遮断表示または警告表示がセキュリティ表示部に表示されてい

る場合、強制再学習を行うことはできません。通常モードにし

た後、行ってください。

■出荷モード移行による強制再学習
●学習完了または学習途中のマイコンメータSを出荷モード状

態にすると強制再学習を行います。

■ガス漏れ警報器の接続による再学習
●ガス漏れ警報器が接続された場合、使用時間の制限時間のみ

再学習します。

再学習前の表示
（通常モード）

再学習開始時の表示

は点滅

強制再学習 学習中
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流量区分別積算機能について
流量区分別積算の機能説明
マイコンメータSは、現在の流量とその流量でどれくらいの時間使用されているかを常に監視しており、ある流量で決められた時

間以上使用すると異常と判断して遮断しています。「流量区分別積算機能」はこの機能を利用して、1．「一定流量以上で使用され

たガスの使用量」や 2．「一定時間以上使用し続けたガス使用量」を積算し記憶します。

また、ガス器具には固有の流量範囲や使用時間の特徴があるので、上記 1．と 2．を組み合わせて、3．特定ガス器具の使用量を

推計することもできます。

流量区分別積算のカウンタは3個あり、設定を行うことで各々のカウンタに流量区分別積算値を記憶し、通信またはメータの第2

カウンタで読み出すことができます。

流量区分別積算機能を使うためには以下の設定項目をメータに設定する必要があります。

【メータ設定項目および用語の説明】

設定項目 単位 説　明

積算開始流量
最大流量

L/h

積算開始流量：流量区分別積算をスタートする値
最大流量：対象流量区分（対象器具）の使用最大流量値
・ガス流量増加分が最大流量の範囲内に入っている場合、流量区分別積算を
開始する

最小流量 L/h
対象流量区分（対象器具）でこの値以下は流れない値
・ガス流量がこの設定値未満になると流量区分別積算を停止させる

有効判定時間 分
対象流量区分（対象器具）が使用される時間
・使用時間がこの時間以上になると流量区分別積算を有効にする

停止判定時間 分

・設定した停止判定時間内に最小流量を超えるガス流量があった場合にその
分も流量区分別積算に加算する
・停止判定時間内に最小流量を超えるガス流量がない場合流量区分別積算を
停止する

標準流量

大型判定流量

L/h

L/h

記号

QCO
QUP

QSP

TAV

TRE

QST

QBG

器具の同時使用などでガス流量が最大流量を超えた場合に流量区分別積算を
行うためのみなし値
・ガス流量が最大流量を超えた場合、この値に使用時間をかけて積算値とする。

対象流量区分（対象器具）以上に流れた分を流量区分別積算させる値
・ガス流量が大型判定流量を超えた場合、その流量を流量区分別積算値3の
カウンタに別積算します。

最大流量 

積算開始流量 

標準流量 

最小流量 

有効判定時間 停止判定時間 

この流量範囲内に
入っていると積算
をスタート 

この時間に使われ
ると再積算 

標準流量で積算 
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特定ガス器具推定積算機能

ガス器具の使用範囲は、ガス流量および使用時間により下図のように使用範囲が区分されます。

そのことを利用し、ガス器具のガス使用推定値を判断するのが特定ガス器具推定積算機能です。

流
量 

↑ 

時間 

給湯器の 
使用範囲 

ファンヒータの 
使用範囲 

テーブルコンロの 
使用範囲 

→ 

●給湯器の使用パターン
流量範囲：300L/h～2000L/h

特　　長：使用時間は概ね30分以内

●コンロの使用パターン
流量範囲：20L/h～300L/h程度

特　　長：あまり長時間は使用しない

●ファンヒータの使用パターン
流量範囲：20L/h～220L/h程度

特　　長：比較的長時間使われる

特定ガス器具別の積算例 
対象器具が一つの場合は、流量区分別積算値１を使用します 

停止時間 有効判定時間 

最小流量 

標準流量 

積算開始流量 

最大流量 

ファンヒータ 給湯器 コンロ 流量区分別積算値1

流量増加分が設定範囲内に入り、有効時間を経過後、 
流量積算を開始する 
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流量区分別積算値2と流量区分別積算値3について

大型判定流量を設定することで次のような使用が可能となります。

停止時間 有効判定時間 

最小流量 

標準流量 

積算開始流量 

最大流量 

大型判定流量 

ファンヒータ 給湯器 コンロ 流量区分別積算値1 流量区分別積算値3

停止時間 有効判定時間 

最小流量 

標準流量 

積算開始流量 

最大流量 

ファンヒータ コンロ 流量区分別積算値1 流量区分別積算値2

流量増加分が設定範囲内に入り、有効時間を経過後、 
流量積算を開始する（現行積算値） 

流量増加分が設定範囲内に入り、有効時間を経過後、 
流量積算を開始する（現行積算値） 

流量値が短時間で使用を終了した 
流量を積算する 

大型器具の流量積算を開始する 

流量区分別積算値1に長時間使用器具（ファンヒータ等）を使い、さらに大型器具を対象とする場合は流量区分別積算値3に別積算 
します。 

流量区分別積算値1に長時間使用器具（ファンヒータ等）を使い、さらにこの流量範囲内で使用時間が短かいものを別積算したい 
場合、流量区分別積算値2を使用する。 

・積算開始流量を越え最大流量の範囲内にあるファンヒータ使用分は流量区分別積算値1のカウンタに別積算
します。 
・大型判定流量を越えた給湯器使用分は流量区分別積算値3のカウンタに別積算します。 

・積算開始流量を越え最大流量の範囲内にあり有効判定時間よりも長く使っているファンヒータ使用分は流量
区分別積算値1のカウンタに別積算します。 
・積算開始流量を越え最大流量の範囲内にあるが使用時間が短い（有効判定時間を越えない）コンロの使用分
は流量区分別積算値2のカウンタに別積算します。 
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口火登録について
マイコンメータSは、「流量式微少漏洩警告機能」があります。

この機能はわずかなガス漏れ（微少漏洩）があった場合に警告

を行いますが、消費者宅で燃焼器具の口火を長時間連続（30日

以上）して使用した場合も漏洩警告を表示します。

「口火登録」とは、流量式微少漏洩警告と口火使用を区別する

ために、消費者宅の口火流量をマイコンメータSに記憶させ登

録して、微少漏洩の場合だけ警告を表示する機能です。

【注記】

●口火登録流量の範囲
「口火登録」の登録ができる流量範囲は、使用時間の流量監視

区分の2-1（21L/h）未満です。マイコンメータSが口火登録を

完了して、口火とみなす流量範囲は登録流量の±10％です。

●口火登録の方法
・電文設定器や通信で口火登録「有り」を選択した後、口火登

録条件を満たした時点から流量計測を開始し、14日間連続し

て登録作業を行います。※専用マグネットでも口火登録「有
り」または「停止」が選択設定できます。
・この計測期間中に計測された口火登録流量範囲を満たす最小

流量を口火流量としてマイコンメータSに登録します。

・この計測期間中に「流量無し」と判断される状態が1時間以

上計測された場合は登録する口火がないと判断して口火登録

作業を中止します。

・この計測期間中に遮断があった場合は、一旦口火登録作業を

中断し、遮断弁の開操作をし復帰安全確認が終了後、口火登

録作業を再開します。

・この場合、遮断前の口火登録作業の内容を記憶しておき、再

開後は、遮断前と合わせて口火登録作業を連続処理します。

●口火登録条件
次の場合にマイコンメータSは自動的に口火登録作業を開始ま

たは再登録します。

①メータ設置時の登録開始

・電文設定器や電話回線を利用した通信で初期学習開始以前に

口火登録「有り」を選択設定して、学習条件が満たされた場

合に開始します。※専用マグネットでも口火登録「有り」ま
たは「停止」が選択設定できます。
・電文設定器や電話回線を利用した通信から口火登録「有り」

を選択した後、消費者宅で21L/h以上の流量が検知された場

合に開始します。※専用マグネットでも口火登録「有り」ま
たは「停止」が選択設定できます。
②口火流量登録完了後の再登録

・電文設定器や電話回線を利用した通信で口火登録機能を「停

止」し、再び口火登録「有り」を選択設定した後、消費者宅で

21L/h以上の流量が検知された場合に再登録を開始します。

・強制再学習をテスト遮断スイッチで行った場合に再登録を開

始します。

・電文設定器や電話回線を利用した通信から強制再学習を行

い、マイコンメータSを口火登録機能「停止」以外の機能を

設定した場合に再登録を開始します。

●口火登録の抹消
・電文設定器や電話回線を利用した通信から口火登録機能「停

止」を選択設定した場合に抹消されます。※専用マグネット
でも口火登録「有り」または「停止」が選択設定できます。

●口火登録後の処理機能
・口火流量登録完了後、常時流量監視を行い、流量監視中に口

火登録の流量が2回連続してあった場合、微少漏洩タイマー

をリセットします。

・流量監視中に口火登録の流量がない場合でも、1時間の流量

監視でガス流量がない場合は「漏洩なし」として微少漏洩タ

イマーをリセットします。

・上記の2項を満たす条件（口火登録の流量が2回連続してな

い、1時間の流量監視にガス流量がある場合）が30日連続し

た場合、「漏洩有り」として微少漏洩警告を表示します。

・口火流量登録完了後、圧力式微少漏洩警告機能のタイマーを

リセットします。

■口火登録の概要図
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圧力監視機能

圧力式微少漏洩警告
調整器の調整圧 上限値異常警告
調整器の閉塞圧力異常警告 下限値異常警告
供給圧データ記憶
圧力低下遮断

圧力監視機能について
マイコンメータSに圧力センサを内蔵し、調整器出口より燃焼

器具入口までの漏洩を常時監視して保安の向上を図っていま

す。また圧力センサの内蔵により適正なガス圧力で供給されて

いるか否かを合わせて監視する機能です。

■圧力式微少漏洩警告
マイコンメータSに内蔵された圧力センサにより、ガスを使用

していない時に調整器出口から燃焼器具入口までの供給管内の

圧力を監視し、圧力に異常があった場合、微少漏洩警告を表示

する機能です。

【注記】
●ガス未使用中（流量2.8L/h未満）に15分毎に圧力を計測しま

す。

●ガス使用停止後の初回圧力値と15分毎に計測した圧力値の差

が、0.2kPa（所定値）以上の上昇が、30日連続してなかった

場合、微少漏洩として警告を表示します。

●警告表示は、

・遮断中、復帰安全確認中は表示が中断します。ただし、宅内

遮断・Hライン遮断の場合には、表示はそのまま点灯を継続

します。

・表示は、テスト遮断または漏洩検査開始時にリセットされま

す。

（15分毎の計測圧力－停止後の計測圧力「初

回圧力値」）≧0.2kPa×30日連続なし



87

■供給圧力異常警告
マイコンメータSに内蔵された圧力センサにより、ガスの使用

中に調整器出口から燃焼器具入口までの圧力を監視し、供給圧

力に異常があった場合に警告を表示する機能です。

【注記】

●異常警告は2種類あります。
①上限値異常警告

ガスを使用中（21L/h以上）の流量変化（個別最大流量変化

有り）毎に圧力を計測し、30日以内に15回以上3.3kPa（所定

値）を超える圧力があった場合、異常として警告を表示しま

す。

②下限値異常警告

ガスを使用中（21L/h以上）の流量変化（個別最大流量変化

有り）毎に圧力を計測し、30日以内に15回以上2.3kPa（所定

値）未満の圧力があった場合、異常として警告を表示しま

す。

●警告表示は、

・遮断中、復帰安全確認中は表示が中断します。ただし、宅内

遮断・Hライン遮断の場合には、表示はそのまま点灯を継続

します。

・表示は、テスト遮断または漏洩検査開始時にリセットされま

す。

■閉塞圧力異常警告
マイコンメータSに内蔵された圧力センサにより、ガスを使用

していない時に調整器の閉塞圧力を監視し圧力に異常があった

場合、警告を表示する機能です。

【注記】
●合計流量が500L/h以下から流量停止（21L/h未満）後の圧力

を計測します。

●流量停止後の圧力が3.5kPa（所定値）を超えることが30日以

内に15回以上あった場合、異常として警告表示します。

●警告表示は、

・遮断中、復帰安全確認中は表示が中断します。ただし、宅内

遮断・Hライン遮断の場合には、表示はそのまま点灯を継続

します。

・表示は、テスト遮断または漏洩検査開始時にリセットされま

す。

計測圧力＞3.3kPa
≧15回

30日

計測圧力＜2.3kPa
≧15回

30日

計測圧力＞3.5kPa
≧15回

30日
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■供給圧力データ記憶
マイコンメータSに内蔵された圧力センサにより、ガス流量に

変化があった場合、圧力を計測して最大値、最小値のデータを

マイコンメータSが記憶する機能です。

【注記】
●このデータを確認することで供給設備が合っているかどうか

が確認できます。

●データの確認は、通信端子より電文設定器でできます。

●データは、テスト遮断、漏洩検査開始時、強制再学習操作時

にクリアされます。

■圧力低下遮断
マイコンメータSに内蔵された圧力センサにより、メータ内の

圧力の低下があった場合、遮断する機能です。

【注記】
●マイコンメータSの圧力センサによって、メータ内のガス圧

力が0.6kPa±0.4kPa以下を検出すると遮断します。

●遮断表示は、 LED点滅

・圧力低下遮断は、「ガス流量確認遮断機能」が働きます。

・圧力が低下した時を起点として、前2分間にガス流量があっ

た場合はその時点で遮断します。

前2分間以降にガス流量がない場合は遮断しません。

・復帰安全確認中に圧力の低下があった場合、その時点で遮断

します。

圧力監視の部分停止機能ついて
マイコンメータSは、圧力監視機能により漏洩・圧力の異常を

監視し、消費者宅の安全確保をしています。しかし、集合住宅

や一部業務用設備では、その機能が発揮されず誤った警告表示

をすることがあります。圧力監視の部分停止機能とは、そのよ

うな消費者宅や設備に対応するために圧力監視機能の一部を停

止する機能です。

部分停止機能は、圧力式微少漏洩警告機能の停止と供

給・閉塞圧力異常警告機能の停止は、電文設定器または、

専用マグネットで設定できます。
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マイコンメータS仕様
型　　式

口金／スパン

SR25-M MT1c

M36×P2／90mmスパン

使用最大流量
計量室体積
常用使用圧力
耐圧（気密検査圧力）

2.5m3/h［LPG実流量（圧損0.15kPa）4.4kg/h］
0.7L / rev（周期）
2.8±0.5kPa
10.0kPa

カウンタ桁数 9999,999m3 最小目盛0.2L

ガス流量方向
使用温度範囲
標準塗装色
検定有効期間
重量×梱包単位
遮断弁
圧力センサ
感震器
流量センサ

左　入　口
－30℃～＋70℃

ライトグレー（マンセル5Y 7.5/1）
10年

2.6kg×6台 2.8kg×6台
モーター式双方向弁（元栓代用可）

差動型静電容量方式
剛球式（マイコンによる高度な処理で誤遮断防止）

磁気抵抗素子（正逆判別）

遮断機能 合計流量・増加流量・使用時間・復帰安全確認中漏洩・圧力低下・感震器作動・警報器作動・外部1作
動・閉栓・遠隔・Hライン・センター・テスト・電池電圧低下

警告機能 微少漏洩（流量式・圧力式）・供給圧力異常・閉塞圧力異常・電池電圧低下・遮断異常・使用時間遮断
予告・外部2（自切シグナル）・容器リセット忘れ・残量管理

表示機能
メータ部プログラム設定
メータ部端子
信号伝送形式

LCD（液晶）によるセキュリティ、設定内容、現在圧力値、LED点滅
専用マグネット、電文設定器またはセンターローディング

DT/SG・Hライン（開/C/止）・ケイホウ・外部1・外部2・FG
マイコンメータ共通型電文

SR25-M MT1c W

M36×P2／130mmスパン

マイコンメータS外観寸法

※（ ）内はW:130mmスパン

24
7

140（169） 148.5

47
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ガス漏れ警報器仕様

■アダプター

型　式

品　名

適合警報器

警報方式

出力方式

出力信号遅延時間

入力

寸法（mm）

OC-4N

マルチアダプタ

APH-26A、XH-610F（有電圧端子使用時）

LED点滅

無電圧方式（フォトカプラ出力）

約45秒

DC 0-6-12V

W87×H126×D18

型　式 APH-21SV APX-22SVa APH-25S APH-25TSK APH-26SD APH-26A XH-610F

■ガス漏れ警報器

分　類

対象ガス
検知方式
警報濃度
応答速度

警報方式

警報音量

適合メータ

出力方式

サージ耐圧

出力信号遅延時間

電　源
消費電力

外径寸法（mm）

電源コード

一体型
（出力端子付）

分離型
（出力端子付）

LPガス
接触燃焼式 熱線型半導体式 接触燃焼式 熱線型半導体式

LPガス爆発下限界濃度の1/100以上～1/4以下
通電後　30秒以内

75dB以上（警報器正面1m）

10kV（FG線使用時20kV）

AC100V  50/60Hz

音声合成警報音
LED点滅

音声合成警報音
赤LED点灯

断続電子音
LED点滅

断続電子音
LED点滅

音声合成警報音もしくは
断続電子音、赤LED点灯

リコーマイコンメータ
S,SB,Ⅱ,L

※1

無電圧方式
（フォトカプラ出力）

有電圧方式
（0-6-12V）

無電圧方式
有電圧方式

リコーマイコンメータ
S,SB,Ⅱ,L

※2

リコーマイコンメータ
S,SB,Ⅱ,L

リコーマイコンメータ専用
S,SB,Ⅱ,L

リコーマイコンメータ
S,SB,Ⅱ,L

※3

マルチアダプター経由
外部1端子

外部1端子（無電圧）
マルチアダプター経由

外部1端子

切替スイッチ S G
40 即時

1.7W

H110×W70×D30 H120×W70×D26 H110×W70×D35 H95×W70×D35 H120×W70×D25
H79×W43×D24

2.5m予備コンセント付/
0.3m一般プラグ

2.5m予備コンセント付/
0.3m予備コンセント付/0.15m一般プラグ

2.5m予備コンセント付

1.6W

切替スイッチ A B C
40 40 即時

切替スイッチ S a
30 42

30秒 即時 即時
30秒（無電圧）
即時（有電圧）

※1 APH-21SVの切替スイッチと適合するマイコンメータ
●スイッチ「S」…リコーマイコンメータS,SB（ケイホウ端子）

／リコーマイコンメータL（警報器端子）
●スイッチ「G」…リコーマイコンメータⅡ（警報器端子）

※3 APH-26SDの切替スイッチと適合するマイコンメータ
●スイッチ「S」…リコーマイコンメータS,SB（ケイホウ端子）

リコーマイコンメータL（警報器端子）
●スイッチ「a」…リコーマイコンメータS,SB（外部1端子）

／リコーマイコンメータⅡ,L（a接点端子）

※2 APX-22SVaの切替スイッチと適合するマイコンメータ
●スイッチ「A」…リコーマイコンS,SB（ケイホウ端子）

／リコーマイコンメータL（警報器端子）
●スイッチ「B」…リコーマイコンメータS,SB（外部1端子）

／リコーマイコンメータⅡ,L（a接点端子）
●スイッチ「C」…リコーマイコンメータⅡ（警報器端子）
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